
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虐待など家庭の様々な背景を抱えて児童福祉施設にいる子どもは、成長発達に必要な人と

のふれあいや様々な体験の機会が少なく、将来への不安を抱えている。プロのパフォーマー

による本物の芸術にふれ、創造性豊かなアートを通して夢中にあそび、仲間と一緒にワクワク

と楽しい時間を過ごすあそびと交流の体験を届け、互いに認め合う中で笑顔になり自己肯定

感がはぐくまれ、次への希望や生きる力につながる。 

主催：特定非営利活動法人子ども劇場千葉県センター 
 

〒260－0031 千葉市中央区新千葉 2－17－6 サンコート新千葉 102 号 

TEL：043－301－7262 FAX：043－301－7263 

Email:kidchiba@lily.ocn.ne.jp URL https://chiba.gekijou.org/ 
 

後援:千葉県 千葉市 千葉県教育委員会 千葉県医師会 千葉県小児科医会  

 

令和 7年度子どもゆめ基金助成事業 

「児童福祉施設で暮らす子どもが笑顔になる 

自己肯定感向上のあそび交流」 

報 告 書 

2025 



 

 

 施設名 
実施日時 
実施場所 

プログラム 
指導者 

指
導
者 

協
力
者 

子ど
も 

大
人 

参
加
総
数 

参加人数内訳 

1 
市川児童
相談所 

7 月 14 日(月) 
13:00～15:00 
2F 講堂 

「アンディ先生のマジックシ
ョー&マジックワークショップ｣ 
アンディ先生 中村幸恵  
清水百世 岡田泰子 

4 2 51  10 61 

子ども 51 人(幼児
6 小学 22 中高生
23 )  
大人 10 人(職員) 
合計 61 人 

2 不二学園 
8 月 4 日(月) 
13:30～15:30 
食堂 

「君はこのなぞがとける
か?」 
大森靖枝 三根政信  
買場都明 太田貴子  

4 3 30 7 37 

子ども 30 人 (小
学中学 ) 
大人７人(施設職
員) 
合計 37 人 

3 
君津児童
相談所 

8 月 15 日(金) 
13:30～15:30 
2F 会議室 

「こまのたけちゃんとけん
玉･こま回しにちょうせん!」 
たけちゃん 買場都明  
宇野京子 棚田純子 

4 2 25 14 39 

子ども 25 人 (幼
児 1 小学 16 中学 7
高校 1) 
大人 14 人(職員) 
合計  39 人 

4 
千葉市児
童相談所
東部 

8 月 18 日(月) 
9:30～11:30 
2F スポーツル
ーム 

「おもいッきりダンスワーク
ショップ」 
安西真幸 安西千紗  
大塚るい 滝口淳子 

4 3 39 7 46 

子ども 39 人 (小
学 24 中学 15) 
大人 7 人(職員) 
合計 46 人  

5 
野の花の
家 

8 月 25 日(月) 
13:30～15:30 
ホール 

「こまのたけちゃんとすてき
に「こま体験!」」 
たけちゃん 白鳥みゆき  
買場都明  鈴木佳子 

4 2 14 6 20 

子ども 14 人(小
学 9 中学 5 ) 
大人 6 人(職員 5
ボランティア 1) 
合計 20 人 

6 
東上総児
童相談所 

9 月 2 日(火) 
13:00～15:00 
2F 多目的室 

「おもいッきりダンスワーク
ショップ」 
安西真幸 安西千紗 
綿貫のばら 清水百世 

4 2  12 5 17 

子ども 12 人 (幼
児 3 小学 7 中学 2) 
大人 5 人(職員) 
合計  17 人 

7 
子山ホー
ム 

9 月 27 日(土) 
13:00-15:00 
集会室・戸外 

「ワクワク!ドキドキ!いっし
ょにあそぼう」 
大澗弘幸 棚田純子  
滝口淳子 大塚るい 

4 4 15 3 18 

子ども 18 人(幼 1
小学 14 中学 3)  
大人 3 人(職員) 
合計 18 人 

8 
柏児童相
談所 

10 月 3 日(金) 
13:30～15:30 
2F ホール・所
庭 

「からだをつかってみんなで
あそぼ!」 
大澗弘幸 清水百世  
綿貫のばら 宇野京子  

4 2 26 8 34 

子ども 27 人(小学
14 中 10 高校 2) 
大人 8 人(職員) 
合計 34 人 

9 
はぐくみ
の杜かし
わ 

10 月 26 日(日) 
13:30～15:30 

ホール「集い」 

「人形劇&工作ワークショッ
プであそぼ!」 
納富俊郎 納富祥子  
鈴木佳子 中村雪江 

4 3 17 5 22 

子ども 17人(幼児 3
小学 12中学 2) 
大人 5人(職員) 
合計 22人 

10 
中央児童
相談所 

10 月 28 日(火) 
13:00～15:00 
4F多目的室 

「人形劇&工作ワークショッ
プであそぼ! 」 
納富俊郎 納富祥子  

大森智恵子 棚田純子 

4 4 49 12 61 

子ども 49人(幼児
14小学 35) 
大人 12人(職員) 
合計 61人 

11 
銚子児童
相談所 

11 月 4 日(火) 
13:30～15:30 
2 階会議室 

「おもいッきりダンスワーク
ショップ」 
安西真幸 安西千紗  
鈴木佳子 綿貫のばら 

4 2 12 7 19 

子ども 12人(幼児 7
小学 2中学 3) 
大人 7人(施設職
員) 合計 19人 

12 
ほうゆう
キッズホ
ーム 

2 月 22 日(日) 
10:00～12:00 
地域交流室・園
庭 

「君はこのなぞがとける
か?」 
大森靖枝  大塚るい  
菅井里恵 滝口淳子 

4 2 16 3 19 

子ども 16人(幼児 2
小学生 13 中学生
1) 
大人 3人(施設職
員) 合計 19人 

    48 31 307 86 394  
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1.市川児童相談所「アンディ先生のマジックショー&マジックワークショップ」 
――――――――――――――――――――――――― 
日時：2025 年 7 月 14 日（月）13:00～15:00 
場所：2F 講堂 
参加者 61 人 
（子ども 51 人 施設関係者 10 人） 

指導者： アンディ先生 中村幸恵 岡田泰子 清水百世 
――――――――――――――――――――――――― 

 

 

2. (社福)大成会障害児入所施設 不二学園「君はこのなぞがとけるか?」 
――――――――――――――――――――――――― 
日時：2025 年 8 月 4 日（月）13:30～15:30 
場所：食堂 
参加者 37 人 
（子ども 30 人 施設関係者 7人） 

指導者： 大森靖枝 三根政信 太田貴子 買場都明 
――――――――――――――――――――――――― 

 

 

3 

  

ワークショップの内容 
紐のマジックからハト出現 ・絵のボーリングのボールが本物に・

ティッシュマジックをみんなで挑戦・参加型でメンタリズムマジック・

コインマジック・ ジュースの空き缶・ペットボトルにカードが 等 

 

ワークショップの内容 
・アイスブレイク・手をたたこう・声のウォーミングアッ

プ・パンダちゃんこんにちわ・探偵修行・村祭りの踊り・ボ

ールから逃げよう・色おに・終了証授与・みんなで行進 

 

 

緊張気味の子どもたち、いきなり炎からハトが出現ではじけた「エ～、すごーい」。

次々繰り出されるマジックに「意味わかんなーい」「ありえなーい」と目が点。アンデ

ィ先生が拍手うれしいですね、と言うと思い出したように大きな拍手。膝立ちや背

伸びして見ている子ども達。ボンと一万円札が箱にあふれて「オオ!」子どもも大人

も一体になって笑った。種明かしマジックで、「あ、わかった!」いろいろ思いついた

ことをしゃべって止まらない。嘘つくの得意な子は?一斉にハイハイと手が上がり、

７人が前に出てメンタリズムのクイズだしのお手伝い。ドキドキ、でもアンディ先生

に当てられた。ティッシュの瞬間移動マジックに挑戦、みんな出来てすごくうれしそ

う。最後に全員がサイン交流。 

 

 
子どもの声 

・びっくりしすぎてつかれた。またみ

れるとうれしい 

・アンディ先生のマジックがとてもす

ごかった。とくに「最初のあいさつ」

の手からハトが出るマジックがすご

い!きょう味がでた!と思った。また、

マジックを見たり体験したい 

・見てなんかげんきがでた。 

・自分でもやってみようと思った。 

 

 

子どもの声 
・たのしかった。 
・またやりたい。 
・じゆう 
・またきてくださ
い 
・うれしかたです 
またやりたいです 

 

施設関係者の声 
・どうして?なんで?等の子ども達の考える力が

高まったと思う。制限がある環境の中、とても

喜んでいた事がよかった。 

・日頃、あじわうことのできない驚きや感動を

マジックを通して、味わうことが出来た。マジッ

クのしかけの説明を真剣に聞き、自分なりに

解釈し、試みようとしている姿勢が見られた。 

・種明かしで、自分たちもできると思わせ、想

像を超えるしかけでさらに驚かせる技術が素

晴らしかった。 

 

施設関係者の声 

・中高生のダンス、ノリが良かった 

・自分の個性を素直に表現していた 

・高校生がだんだん気持ちが開いていく事に成長を感じた。 
・子どもたちが集中して取り組んでいる姿が見られ嬉しか
った。それぞれが見る、聴く、考えるようすがあり、最後ま
で楽しんで取り組んでいた。 
・子どもの注目を集めるテクニックがすばらしいと思った。
話し方や動き、楽器の音で子どもたちが引きつけられた 
 

 

 

嬉しい声、悲しい声・アンパンマンの声等の声を出していくうちに、表情も柔らかく

なる。「探偵って知ってる？」「コナン❢」「おしり探偵❢」と声。「事件を解決する人

だよね」と自然に探偵修行が始まった。「ペンを誰が隠した？最初のポーズと何が

変わった？」見落としてなるものかと真剣な眼差し。次々答えが飛び出す。おー

ちゃんの「やった―！」「残念！」のポーズでますます大喜び。耳の修行「口まね」

で中高生も乗ってきて楽しみ、小学生の面倒もよく見ていた。「海に生き物修行」

では知っている生き物が飛び出し、考えていろいろなポーズをとったり部屋中を

走り回り、みんなの笑い声が響く。探偵には身体も大事、回る大きなビーチボー

ルをよける「スーパーたこさん」や「色おに」で周りの様子を見たり、お題を聴いて

動いた。途切れない修行であっという間の 2時間。最後に探偵修了証を授与。 



4.千葉市東部児童相談所「おもいッきりダンスワークショップ」 
――――――――――――――――――――――――― 
日時：2025 年 8 月 18 日（月）9:30～11:30 
場所：2F スポーツルーム 
参加者 46 人 
（子ども 39 人 施設関係者 7人） 

指導者： 安西真幸 安西千紗 大塚るい 滝口淳子 
――――――――――――――――――――――――― 

 

3.君津児童相談所「こまのたけちゃんとけん玉・こま回しにちょうせん」 
――――――――――――――――――――――――― 
日時：2025 年 8 月 15 日（金）13:30～15:30 
場所：2F 会議室 
参加者 39 人 
（子ども 25 人 施設関係者 14 人） 

指導者： こまのたけちゃん 買場都明 宇野京子 棚田純子 
――――――――――――――――――――――――― 
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けん玉が得意な男子は、たけちゃんが技を紹介すると「そうそうそう!」と声

を上げて相槌を打つ。「オオー!飛行機!」難しい技になるにつれ成功を我がこ

とのように喜んだ。扇子の上や刀の切先でのこま回しでは、息を止めて見守

る。成功の瞬間ウワーッと爆発するように声がどよめいた。遊び体験タイム、

ゆずりあったり小さい子を助けたり優しい。子どもたちの好奇心は炸裂状態

で夢中になってチャレンジした。たけちゃんとけん玉の技対決をする子もい

た。退室の時、名残惜しい男子たちは「大道芸人になって会うわ」「わすれな

いでね」みんなハイタッチ。 

 

 
 
 
 
 

 

 

                                  

 

 

男子も女子も準備運動の時、子どもたちに名前で呼びかけ、「○○ちゃん、10 カ
ウントお願いしてもいい？」カウントすると「いいですね。ありがとう。声の大
きさも良かったよ」とお願いされた子どもは嬉しそうだった。休憩時間も振り
の練習をして体を動かしていた。ほとんどの子が知っている曲だったので振り
つけが良く分からなくても飛んだり跳ねたりして楽しそうだった。指導者まあ
ちゃんに「いいですね」「ありがとう」と言われると照れながらも嬉しそうだっ
た。まあちゃんが、それぞれの子どもたちの得意なものを聞き出していく。野
球、側転、サッカーなどなど、ひとりまたひとりと自分の得意なことを披露し始
めた。それが振りになっていく、3人の子が考え中という振りを最後までやり通
し、自信たっぷりに演じていた。 

 

 

ワークショップの内容 
（ストレッチ・ジャンプ・よつんばい） 
ジャンボリーミッキー等 「倍倍倍ファイ
ト」にのせ振り付け 男子は得意な物、
事、動きを聞き出しポーズにして披露 

 

施設関係者の声 
・普段あまり自己表現しない子が
ダンスを楽しむ姿が見られた。体を
動かすことで多少なりともストレ
ス発散になったと思う。                                                     
・全身を動かすことで、のびのびと
表現できている様に感じた。またダ
ンスにより自己表現を楽しめた子
は、別の時間に意欲的に取り組んで
いたので、子どもたちが楽しかった
ことが感じられた。 

 

子どもの声 
・私はダンスが好きでやっていたが、ここでは踊
る機会がなかったので踊れて嬉しかった。ノリノ
リで踊った。もっとやりたい！と思った。何かが
ふっきれたようで、とても気持ちが良い。 
・自分の動きとか作れるのが良かったし色々な
動きがあって楽しかった。 
・最初はちょっとやれるかな？と思っていたけ
ど、皆で一緒にやってみれば少しずつできてき
て、すごく楽しかった！またやってみたいという
気持ちになった。 
 
 

 

子どもの声 
・ティアボロたくさん失敗したけど、1 回
だけ成功してうれしかった。この体験は
あまりないので忘れないようにしていき
たい。むずかしかったけどまわしたとき
気持ちよかった。 
・できた時は達成感や発見もあるし、昔
の遊び道具の使い方も知ってとても楽
しかった。 
・たけちゃんの技がすごかった。こまを
手のひらにのせられた。またやりたい！ 
 
 

施設関係者の声 
・たけちゃんとの会話を楽しみ、自ら「やりた

い」「遊びたい」と参加して、あきらめずに取

り組んでいた。難しくても最後まで挑戦しよ

うとする意欲は、達成感や自己肯定感につ

ながる。 

・子どもたちの笑顔がたくさん見られて嬉し

かった。ワーク後も、夜の自由時間にもこま

を一生懸命練習して楽しんでいた。毎年来

て頂いて感謝です。長く続けてください。 

 

                                           

ワークショップの内容 
・けん玉とコマの種類や技 

・いろいろ昔遊び道具(玉すだれ、皿回

し、スティック等) ・こま回しに挑戦 



5. (社福)一粒会児童養護施設野の花の家「こまのたけちゃんとすてきに「こま体験!」」 
―――――――――――――――――――――――――――――― 
日時：2025 年 8 月 25 日（月）13:30～15:30 
場所：ホール 
参加者 20 人 
（子ども 14 人 施設関係者 5人 ボランティア 1 人） 

指導者：こまのたけちゃん 白鳥みゆき 買場都明 鈴木佳子  
―――――――――――――――――――――――――――――ー 

 

6.東上総児童相談所「おもいッきりダンスワークショップ」 
――――――――――――――――――――――――― 
日時：2025 年 9 月 2 日（火）13:00 ～15:00 
場所：2F 多目的室 
参加者 17 人 
（子ども 12 人 施設関係者 5人） 

指導者：安西真幸 安西千紗 綿貫のばら 清水百世  
――――――――――――――――――――――――― 
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ワークショップの内容 
・けん玉とコマの種類や技 

・いろいろ昔遊び道具(玉すだれ、皿

回し、スティック等) ・こま回しに挑戦 

 

 

施設関係者の声 
・上手にこまをまわせたとき時、まわ
りからの声かけに対し、うれしそうに
していた。                
・子どもたちが飽きることなく、あっと
いう間に時間がすぎた。その場でで
きたこともあると思うが、こまを続ける
ことで、色々な技ができるようになれ
ば自己肯定感も上がると思う。 
・色々な種類のけん玉が次々にでて
きて、挑戦し、じょうずにできた喜び
や達成感を感じていた。    
 

 

 

子どもの声 
・たけちゃんへ。うれしかった  
・むずかしそうだった・たのしかった  
・たつじんの人がおしえてくれてうれしかった 
・こまのたいけんができてうれしかった。 
・はじめて中国ごまができてうれしかった。最
初は普通だったけど、やってるうちにもっとや
りたくなった。こまのたけちゃんからもらった
黄色のこま、１っこもらってうれしかった。見た
ことのないこまの種類があっておどろいた。ま
た来てください。 
 
 
 

 

ワークショップの内容 
 ・ストレッチ ・曲に合わせて動いてみる ♪ベイビーシャーク ・

フープをくぐる マーちゃんを飛び越える ♪マリオの曲で踊る・♪

ナルトダンス 男女で振りを考え合わせてナルトダンス完成 

 

たけちゃんの演技は迫真で、始まったとたんに小学生たちは、身をのりだし
て「エーッ！」「ホーッ!」「スゲーッ!」「やってみたい！」と声があがった。
コマをプレゼントしてみんなでこま回し。こまを回したことのある子 3 人は
巻き方も投げ方も手つきがよく、ビュンビュンまわして、たけちゃんと勝負
を何回もしていた。初めての子は、紐巻きで何回もグシャッとなってしまい
がち。そこで、指導者スタッフが巻くコツを話しながら、「水平に放る」を伝
えて回してみせると、それがとてもうれしそうで、自分で巻くことを何度も
しんぼう強くやっていた。世界の色とりどりの大小のコマがスタジアムに放
りだしてある。どれもひもなしで回せるので、低学年の子たちが集まって、け
っこう長時間遊んでいた。 

 

 

 

幼児は、ストレッチで「すごいねー」「できたねー」など声をかけに笑顔になり、
少しずつ気持ちもほぐれてきた。後半は楽しさが全身から溢れていたようだ。フ
ラフープくぐりはとっても楽しそうで、引っかかっても気にせず笑顔で何度も
くぐっていた。まーちゃんを飛び越える時には一瞬躊躇していたが、踏まないよ
うにと気を付けながら飛び超えていた。まーちゃんと飛ぶと嬉しいのか、ぴょん
ぴょんと跳ねるように飛んでいた。小中学生は、ストレッチの際、カウントを取
ってくれる？と子どもに投げかけると、指名された子は、嫌がらずにカウントを
取ってくれた。振りを考える時、男子は積極的に意見を出し大笑いしながら作っ
ていた。女子の可愛い振りには、男子は少し照れながらもしっかりと踊った。男
の子が「また会えるといいな」とぼそっと言っていた。 
 
 
 

 

施設関係者の声 

・自発的に動いて発言したり、挑戦する
姿があった。上手くできなくても楽しみ、
がんばる気持ちが持てていたようだ。 
・はじめは緊張した様子で、表現や動き
が固かったが、指導者の働きかけで、コ
ミュニケーションがとれるようになり、ひき
こまれていくのを感じた。 
・ネガティブからポジティブへ感情が変
化したことは、普段関わる大人として嬉
しいし自らの学びにもなった。 

子どもの声 
・ダンス大好き、ひさしぶりでとても
楽しかった。またやりたい、むずかし
いダンスとかもちょうせんしたい！ 
・いつもは知らないみんなのことも知
れてうれしかった。みんなで声を出し
たら、きんちょうがほぐれた。 
・まあちゃんのおかげでダンスが好き
になった。 
・久しぶりの運動。体が硬かったので、
ストレッチやダンスが、とてもいい効
果がある感じがした。 

 

 



8.柏児童相談所「からだをつかってみんなであそぼう!」 
――――――――――――――――――――――――― 
日時：2025 年 10 月 3 日（金）13:30∼15:30 
場所：2F ホール・所庭 
参加者 35 人 
（子ども 27 人 施設関係者 8人） 

指導者： 大澗弘幸 清水百世 綿貫のばら 宇野京子 
――――――――――――――――――――――――― 

 

7.(社福)チルドレン・パラダイス児童養護施設 子山ホーム 

「ワクワク!ドキドキ!いっしょにあそぼう」 
――――――――――――――――――――――――― 
日時：2025 年 9 月 27 日（土）13:00～15:00 
場所 : 集会室・戸外 
参加者 18 人 
（子ども 15 人 施設関係者 3人） 

指導者：大澗弘幸 棚田純子 滝口淳子 大塚るい 
――――――――――――――――――――――――― 
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施設関係者の声 
・保護所での日課では味わえない活動に
取り組め、笑顔がたくさん見られた。                    
・普段の活動で、イラつき、あきらめ等が
あり、今回の活動でもそれが予想されそ
うな場面でも、児童からそれが見られず、
児全体が楽しむようすがあった。 
・トイレ休憩で会う子たちが口々に「ね
ー、チョーたのしいんだけど！」と教えて
くれた。課題を抱える子どもが多く、運動
会もない生活で、今日は発散できて本当
によかった！ 
 
 

 

 

子どもの声 
・しっぽとりが楽しかった。しっぽは 2
本しかとれなかったけど、みんなしんけ
んにやっていて、特に楽しかった。また
やりたい。 
・いろんなことができて楽しかった。部
屋に帰ったあと、疲れて 2 時間もねちゃ
ったよ。 
・すごく楽しかった。おおまさんの「ツ
ッコミおもしろかった。「この人の仕事
すごいな…楽しそう」と思いました。 
 
 

 

子どもの声 

・もっとやりたい・またやりたい 13 人
86％。たのしかった 12 人 うれしかった
6人 おもしろかった 8人 げんきになっ
た 6 人 きぶんがよかった 7 人 やれて
よかった 9 人と積極的な気持ちをたくさ
ん感じたことがわかる。また来てほしい・
またやりたいは参加した子どもの 90％。 
 
 

ワークショップの内容 ①ゾンビ ➁震源

地 ➂アラシがきた ➃しりとり ⑤じゃんけ

ん新聞折り⑥しんぶん玉とばし⑦紙コップけ

ん玉づくり・魔改造 ⑧こままわし ⑨（所庭

で）だるまさんが転んだ ➉しっぽとり 
 

 

 

ワークショップの内容 
・ゾンビ・ハンカチ（ボール）落とし  震源地は

誰だ 新聞ばごーん 新聞陣取り 紙コップけん

玉作り  けんだまあそび コマ回し ・外あそび 

新聞紙しっぽとりゲーム 

 

 

施設関係者の声 
・最初は乗り気でなかった子も。ワー
クショップの方々の楽しい姿を見て、
楽しく遊びに参加できていたと感じ
た。また、工作などを通じて子どもた
ちの発想力が向上するように感じた。
ルールを無視している子がいれば、注
意している所を笑いに変えておりプロ
を感じた。 
 
 

 

ゾンビゲームで大澗さんの突っ込みに何回も笑い転げながらコミュニケーシ
ョン。「今日はね。ハンカチ落としじゃなく新聞紙玉落とし」新聞玉をもった
鬼がそっと後ろに落とす。気づいて鬼を追いかける全速力はすごいど迫力だ。
走ると知って靴下を脱ぎ捨てていた。震源地は誰？では、だんだんと子どもた
ちの知恵に、大澗さんは震源地を見つけられなかった。子どもたちのはしゃぎ
ようはすごい。新聞陣取りはじゃんけんで負けて紙を一回折る、立つところが
小さくなり最後は片足つま先で立ち。紙コップけん玉づくり、自分なりに魔改
造。作ったけん玉が、糸電話、紙コップキャッチボールへと遊びが変化した。
これこれ！遊びっていいね！外で新聞紙しっぽ取り。チーム戦で女子の最強
リーダーの存在も見え、疲れを知らない子どもたちが、大声を出し群れて遊
ぶ、楽しそう。お別れの時に「また来てほしいな」と男の子がつぶやいた。 
 
 

 

 

 

 

緊張気味に入室した子どもたち、おおまくんの「あそびます」の呼びかけに、「いい

よー」と、顔がほころんだ。ゾンビが名前を呼びながら近づいてくる。つかまる前に

他の人の名前を呼ぶと、ゾンビがそっちに行くので難を逃れられる！一気に小学生が

わー、きゃー、ギャーと盛り上がり、早くもおおまくんワールドに引き込まれた。震

源地の鬼になりたい子がたくさんでて、生まれ月で、2人鬼で決めた。紙コップけん

玉をとても丁寧に作り、技も見せてくれた。外に出てしっぽ取り、しっぽを取られる

と、ニコニコしながら、「しっぽくださーい」と、しっぽ工場にもらいに来た。小学

生が張り切って走りまわり大きな声を出して、笑って叫んで、まさに疲れ知らず！ 

 

 

 



10.中央児童相談所「人形劇&工作ワークショップであそぼ!」 
――――――――――――――――――――――――― 
日時：2025 年 10 月 28 日（火）13:00 ～15:00 
場所：4F 多目的室 
参加者 61 人 
（子ども 49 人 施設関係者 12 人） 

指導者: 納富俊郎 納富祥子 大森智恵子 棚田純子 
――――――――――――――――――――――――― 
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9.生活クラブ風の村はぐくみの杜かしわ「人形劇&工作ワークショップであそぼ!」 
――――――――――――――――――――――――― 
日時：2025 年 10 月 26 日（日）13:30～15:30 
場所：ホール「集い」 
参加者 22 人 
（子ども 17 人 施設関係者 5人） 

指導者： 納富俊郎 納富祥子 鈴木佳子 中村雪江  
――――――――――――――――――――――――― 

 

  

施設関係者の声 
・子どもたちが身を乗り出して笑いながら
観ていて、みんな表情がイキイキして楽し
そうだった。毎日同じような日課で過ごす
子どもたちにとって新鮮だった。みんな最
後まで集中していた。 
・制作物を自分でできた！と笑顔で見せて
回っていた。自己肯定感が高まり、意欲的
に活動して、前向きになれたと思う。来年
もまたお願いしたい。 
・笑顔が少ない児童が声を出して笑ってい
たこと、劇の表現がすばらしかった。 
 
  
 

子どもの声 
・アンケートから、楽しかった 29人 おもし
ろかった 29人 うれしかった 15人 元気
になれた 15 人と、また来てほしいと、人
形劇と初めて出会ったと思われる子ども
たちが心から楽しんだ。 
・なつかしい人形劇遊びとかあって楽し
かったし、おもしろいお話をたくさん聞い
て元気がでた。 
・人形を作ってうまく工夫をしたりされて
いた。それがとてもすごいと思った 
 
 
 

ワークショップの内容 
・スーパー人形劇 ・こぶたぬきつ
ねこ ・人形劇あかずきんちゃ
ん ・工作ワークショップ幼児のみ
パタパタちょうちょを作成 
 
 

 

ワークショップの内容 
スーパー人形劇  演じてみよう「こぶた・
たぬき・きつね・ねこ」 「赤ずきんちゃ
ん」人形劇をやってみよう 工作「ぱた
ぱたちょうちょ」 
 

 

スーパーの袋を使ったスーパー人形劇は、きつねやおおかみ等次々様々な人形
に変化させ、紙で作ったカエルくんやカミレオン、ハエを捕って食べる瞬間、
失敗して「ざんねーん」子どもたちに大受け。「赤ずきんちゃん」の一人 5役肩
掛け人形劇は、舞台からオオカミが飛び出すと、小学男子が「どうなってん
の？？」と、首を傾けた。仕掛けにも興味をもち、弱いオオカミと賢い赤ずき
んちゃんのかけあいに、子どもたちはお腹を抱えて何度も何度も笑っていた。 
「ぱたぱたちょうちょ」づくりでは、自分でも「制作が好き、得意」と言って
いた子は、はさみを上手に使ってアンパンマンが好きだから、シールでアンパ
ンマンの顔をつけた。色とりどりのちょうちょができあがり、ひとりひとりの
センスが素晴らしかった。 
 
 
 

 

 

子どもの声 
・たのしかった・またやりたい。
おもしろかった・ちょうちょをつ
くるのが楽しかった。紙の色がい
っぱいあってよかった・もっと時
間がほしかった。紙の色がいっぱ
いあってよかった。日々学校など
で疲れた体をゆっくり休めた気
がした。 
 
 
 
 

 

施設関係者の声 

・人形劇を観ることも、工作をつくることも、と

ても楽しそうに参加できてよかった。 

・「いいじゃん！」「ここはサイズかえようぜ！」

などかかわり、子どもがやりたいことに沿って 

ほめたりした。・予防注射に行ったため、終わ

る時間に「材料を「ください！」と参加した小学

生は、好きな色を選び、ひとりだけ寂しいおも

いをしなくてよかった！ 

 

 

「これは何？」「スーパーの袋！」で始まった人形劇は、袋に息を吹き込み、
ねこ、うさぎ、きつね…と作るのを、「ポカーン！」と見ていた。シュールな
変身を「そういうことか」と見ていた。封筒をくしゃくしゃにして、カエル、
カメレオンなどに変身させ、ハエ、みみず、などをつかまえようとするが「あ
ーざんねん!」のやり取りに「あはは！」「あ～あ！」と反応した。「赤ずきんち
ゃん知ってる？」「知ってるよ！」、「うまそうなおじょうちゃんどこにいる？」
と訊くと「あっちあっち！」と教えたり、「おばあちゃんどこ？」と訊くと「食
べられたんだよー！」と教えた。ダジャレがいっぱい、くるくるとまわる舞台
に笑顔がいっぱいだった。パタパタちょうちょ製作、左右非対称の模様、表と
裏でまったくちがう模様、羽の色がぜんぶちがうトンボ等、個性的なものが
次々に生まれ、最後は作品を並べて記念写真を撮った。 

 

 

 

 

 

 

 



11.銚子児童相談所 ｢おもいッきりダンスワークショップ｣ 
――――――――――――――――――――――――― 
日時：2025 年 11 月 4 日（火）13:30～15:30 
場所：2F 会議室 
参加者 19 人 
（子ども 12 人 施設関係者 7人 ） 

指導者：安西真幸 安西千紗 鈴木佳子 綿貫のばら 
――――――――――――――――――――――――― 

 

12. (社福)鳳雄会児童養護施設ほうゆう･キッズホーム「君はこのなぞがとけるか?」 
――――――――――――――――――――――――― 
日時：2026 年 2 月 22 日（日）10:00～12:00 
場所：2F 地域交流室・園庭 
参加者 19 人 
（子ども人 16 施設関係者 3人） 

指導者： 大森靖枝 大塚るい 菅井里恵 滝口淳子 
――――――――――――――――――――――――― 
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施設関係者の声 
・自信のない子も色々な動きを見せ、止められるの
ではなく認めてもらえることに喜んでいた。指導者や
職員から沢山ほめられてうれしそうな笑顔がよく見ら
れた。 
・ダンスが出来てもできなくてもパフォーマーのまね
をして上手にできたり、リズムにのれた姿を職員や
大人がほめることで子どもたちの達成感や自己肯
定感の向上につながったと思う 
・一生懸命にダンスを踊る表情、特に目の輝きがす
ごかった(やる気に満ちあふれていた) 

 

                                                                  

 

子どもの声 
・ひさしぶりにうんどうできて す
っきりしました。たのしかったで
す。 
・次はもっとむずかしいのやり
たいです！ 
・またできたらやりたいです。 
・またやりたいです。いっぱい
おどりをおしえてくれてありがと
うございました 
 
 

 

 

 

まあちゃんの「楽しくできればそれでいいです」ではじまった。準備運動にエ

ーッ！の声が上がった。四つん這いが得意な子、最後まであきらめずに頑張っ

た子、ゴールするとちょっと恥ずかしそうにしていた。ストレス解消するかの

ように部屋中、周りまくる子。疲れ知らず！先生方も子どもたちに誘われて一

緒に頑張ってくれた。子どもたちはとてもうれしそうだ。幼児は知っている曲

がかかると一生懸命に体を動かした。フラフープも楽しそうに入ったりくぐっ

たりしていた。まあちゃん、ちーちゃんをまねてダンス、実に楽しそうだ。 

学童期の子どもたちのダンス、最高！まあちゃんと意見を出し合いながら一緒

に 1曲作り上げた。キレッキレなダンスに驚き。もっともっと踊っていたそう

だった    

 

 

ワークショップの内容 
・導入 ・紙芝居：くいしんぼうのペンギン ・ふえでこんにち

は ・探偵紹介 ・探偵修行(目,耳の修行, 尾行＆変身 

・昭和の窓・みんなを守る妖怪さがし・修了証 

 

子どもたちはのびのびとノリノリでおーちゃんの問いに答えていた。正解の時に
は喜びの声を出して！というおーちゃんに対して、「ガラスが割れるよ」と子どもた
ちが答えたら、実際に正解した時、本当にガラスが割れるのではないかと思うほ
ど、大きな声で子どもたちが喜びを表現していて、ビックリ！尾行の修行では、ぞ
うきん、木、恐竜、女優、滑り台と変身、本当に様々！発想の豊かさ！素晴らし
い！表現することが自然体の子どもたちだった。園庭に出て、探偵になりきり、
次々に、妖怪を発見し「見て！見つけたよ」「こっちにもあった！」と呼ぶ声が聞
こえていて、「これが目、口だよ」と、教えてくれた。たくさんの妖怪を発見して記
録を書いた。８つの暗号カードを見つけ、部屋に戻ってナゾ解き、高学年の女の
子が一番前に座り、真剣に考えた。やりきって修了証に嬉しそう。終わって、「将
来探偵に就職する！」と言いに来た女の子、将来への希望や目標を考えるきっ
かけにもなったようだ。 
 

 

ワークショップの内容 
体ほぐし ・♪幸せなら手をたたこう ♪ベイビーシャーク ♪さか

ながはねて・じゃんけん列車  フラフープを使って♪エビカニク

ス ♪スーパーマリオブラザーズ・ダンスを作る Snow Man♪カリ

スマックス“ ♪あーぱつあぱつ ♪ジャンボリミッキー 

 

 

子どもの声 

・おもしろいおはなしをかんがえて
くれてありがとうございました。 
・またやりたい 
・たのしかった。 
・なぞときがおもしろかった。 
・たのしかった。もっとむずかしい
のやりたかった 

 

 

施設関係者の声 

・最初はただ座ったり、転がったり、斜にか

まえていたりしていたこども達が、次第に自

分から発言し、表現し、創り出していくこと

に夢中になっていく、その変化が手にとる

ように見えて、とても感動した。 

・他児やワークショップのみなさんとたくさん

会話している楽しそうな姿が見られた。 
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今年度の取り組み経過概要   

① コロナ禍以降、家庭での虐待や保護を必要とする児童が増加傾向にあり、千葉県では児童相談所の増設が決

まっている。施設での生活が、子どもたちの遊びや様々な人とのコミュ二ケーションの機会も制限したり、

心身の発達への影響も危惧されたりとどの施設でも感じていて職員も苦労されていた。県内すべての児童相

談所や声をかけた養護施設では、芸術体験の企画の提案をとても歓迎された。新設した 1施設にも拡げた。 

 

② 当団体では感染防止対策のガイドラインを作成し、事業実施 7 日前から健康チェックシートで、指導者・ス

タッフの健康チェックをして臨んだ。また、施設の対応に沿って安心と安全を可能な限り保証することを心

がけた。 

 

事業の成果 

  

① 施設での生活の課題とニーズを把握し指導者を選び、プロのパフォーマーによる芸術的な遊びや交流体験ワ

ークショップを提供した。予定通り、7児童相談所 5児童養護施設で計 12回実施し、394人（子ども 307人 

大人 87人）が参加した。    

 

② 子どもたちは、たのしかった、おもしろかった、やれてよかった、げんきになった、うれしかった、きぶん

がよかった、と、初めてやることにも積極的に参加し、楽しんだ様子がわかる。また、友達と協力したり、

指導者とのふれあいでリラックスし思いっきり遊び、またやりたいとの声が多かった。 

 

③ 施設職員は、普段あまり見られないような子どもたちの表情や笑顔が多く見られたことを一番に評価してい

た。自分らしい表現や思いっきり遊ぶ子どもたちが満足感達成感を感じ、もっとやりたい意欲が高くなった

ととらえている。自己肯定感の向上が見られたと感じている     

 

④ プロのパフォーマーの指導者の技や語り口によって、子ども達はあっという間に楽しい空間に引き込まれ、

質の高いアート体験や遊びの交流が高まった。子どもたちの発する表現を丸ごと受け止める言葉かけや間の

取り方が、施設の職員にも評価され、気づきがたくさんあったようだ。自分の表現や反応を褒めてもらい子

どもの表情がぱっと変わり自己肯定感につながった様子が見えた。友達とのコミュニケーションにも広がり、

プロの表現に触れたときの感動や驚きは、将来の希望を考えるきっかけにもなったようだ。 

 

⑤ この事業では施設の担当者と指導者をつなぐコーディネーターの役割が重要である。丁寧な打ち合わせで、

子どもたちのニーズにあわせプログラミングしていく。特に、職員を巻き込んだプログラムは子どもたちも

盛り上がった。職員と一緒に作るプログラムにするのは良いと思った。当日は協力者も参加することで、子

ども達ひとりひとりとコミュニケーションをとり、臨機応変にもした。施設の信頼にもつながっている。 

 

課題 

 どんな状況にある子どもにも芸術を通してあそび、体験の機会を絶やさないこの事業は、定期的な継続が必要

である。「こども大綱」のこどもの遊び体験活動・ウェルビーイングの重要性を実現するために行政との連携が

必要だと考え、提案書を作成し提案していく。見学にも来てほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コーディネーター】 市川淑江 宇野京子 越後久美子 大塚るい 大森智恵子 岡田泰子 恩田奈央子 

買場都明 加藤香都代 笠原直子 桑原信子 菅井里恵 椎名好子 塩沢千秋  

大山菜穂子 清水百世 白鳥みゆき 白幡緑 鈴木佳子 高橋知子 滝口淳子 

棚田純子 中川香子 中村雪江 中村幸恵 早川良美 綿貫のばら 渡辺美佐緒 

 



◆資料 1   子どものアンケートから見えた子どもの気持ち  (226枚、アンケート回収率 74％) 
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複数回答のアンケートで、「たのしかった 80％」「おもしろかった 72%」とほとんどの子どもたちが答えて

いる。「やれてよかった、げんきになった、うれしかった、きぶんがよかった」と、前向きな気持ちを占め

ており、この体験が子どもたちにとってどんなに楽しく心地よい時間であったかが明らかである。情緒的

QOL が高まったと言える。特に、「やれてよかった」の中には、みんなとやれてよかった、自分にもできて

よかった等、様々な気持ちがあるようだ。また、「疲れた」は、思いっきり体を動かした様子であり、「む

ずかしかった」は、完璧に一生懸命にワークに取り組んでいた様子でもある。 

. 

 

 

 

 

「すごくやりたかった 45%」や「やりたかった 20%」と約 3分の 2の子どもたちがワクワクとワークショップ

を楽しみに待っていることがわかる。何をやるのかどんな人が来るのか、不安な気持ちの子どもたちも多く

いて、「ふつう」「あまりやりたくない」という気持ちの子も３分の 1いた。ワークショップをやったあとは、

86%の子どもが「もっとやりたい」「またやりたい」と、答えている。「ふつう」と答えている子もいるが、み

んな笑顔いっぱいになっていた。「あまりやりたくない」と、チェックした子は、「つかれた」とも表現してい

るが、自由記述では楽しかったと書いていて、100％の子どもたちがそれぞれに楽しんでいた。 
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■アンケートの自由記述から 

・今日はとても楽しかった。日々学校などで疲れた体をゆっくり休めた気がした。 

・たつじんの人がおしえてくれてうれしかった 

・思わずノリノリで踊っていた。終わるころには、疲れたよりももっとやりたい！という気持ちの方が勝

っていた。今は何かがふっきれたようで、とても気持ちが良い。 

・ワークショップのあと なんかげんきがでた。 

・さいしょのマジックでハトがでてきてびっくりして さいごまでアンディ先生もおもしろかったし、ま

た、マジックを見たいです。  ・めちゃくちゃたのしかった。 

・みんないろんなことができて楽しかった。部屋に帰ったあと、疲れて 2時間もねちゃったよ。またやり

たい。 

・なぞときがおもしろかった 

すごくやりたかった

101人45%やりたかった

45人20%

ふつう

52人23%

あまりやりたくなかった

26人12%

ワークをやる前はどんな気持ちでした

か?回答226枚

もっとやりたい

134人58%

またやりたい

63人28%

ふつう

23人10%

あまりやりたくない 6人3% 未記入 2人1%

ワークをやった後はどんな気持ちでし

たか?回答226枚

34

38

45

47

48

57

72%

80%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

むずかしかった79

つかれた86

きぶんがよかった101

うれしかった107

げんきになった108

やれてよかった128

おもしろかった162

たのしかった180
きょうのワークはいかがでしたか ?複数回答回答226枚



◆資料 2  施設関係者のアンケートから見えた自己肯定感を感じたところ (回答数 62枚) 
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■芸術やあそびの専門性のある指導者の力、ここはプロだなと感じたところがありましたか?   

・しかけを話すことにより、自分たちもできると思わせて、想像を超えるしかけでさらに驚かせる技術が

素晴らしかった。 

・特性のある子どもが多いなか、視線をひとつにするカリスマ性、夢中にさせるような言葉選び 

・子どもを引き込む話術、対応の仕方が上手であると感じた。特につっこみが的確であると感じた。 

・劇では子どもたちへの声かけをしながら、楽しみながら参加することができたところ 

・否定的な言葉を一切使わず、子どもの意欲や主体性を引き出していたところ。 

・自己表現を受け入れ、安心して挑戦できる雰囲気を作っていただいたところ。また、子どもの理解にそ

の場で合わせてわかりやすい声掛けを行っていただけた。 

■この事業の成果や子どもの自己肯定感や QOL向上につながったと感じられましたか?それはどのような

ことでしたか? 

・どうして?なんで?等の子ども達の考える力が高まったと思います。制限がある環境の中、とても喜んで

いた事がよかったと思います。 

・みんな飽きることなく最後まで取り組む様子が見られた。保護所の自由時間も楽しそうにコマで遊び、

技を一生懸命練習していた。 

・コマ回しが成功できなくても成功するまで諦めず取り組んでいた。難しいことでも最後まで挑戦しよう

とする意欲は達成感や子どもの自己肯定感につながるを思われた。 

・普段あまり自己表現しない子がダンスを楽しむ姿が見られました。体を動かすことで多少なりともスト

レス発散になったと思います。・音楽に合わせて踊る子どもたちの楽しそうな笑顔がたくさんあった。 

・こどもたちがこだわりをもって自分のちょうちょをつくっているようす 

■実施後感じられた、本事業へのご意見、今後のご要望、改善点などをお聞かせください。  

・子どもたちが楽しそうに集中して芸術や遊びにふれられた。中々体験できないことを体験させて頂きあ

りがとうございました。    

 

ワークショップで「笑顔がたくさん見られ楽しんでいた 97%」と、ほぼ 100％の方が回答している。つい

で、「満足感、達成感が得られた 74%」と高評価している。「ストレス発散や気分転換になった 71%」と 

「もっとやりたい、意慾が高まった 71%」も高い。気分良く過ごすことができて、前向きな意欲にもな

り QOLの向上や自己肯定感が高まりにつながると言える。プロのパフォーマーとの出会いでプロの技に

ふれ、芸術的なプログラムで「プロの表現に感動や良い刺激となった 69%」ということが原動力になっ

たと言える。「自分から主体的に行動していた 68%」様子が見られていることには、パフォーマーやスタ

ッフの声掛けなどの交流の影響も大きく、「仲間やスタッフとコミュニケーションがとれた 50%」と、多

くの職員の方が見ている。 
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⑦プロの表現に感動や

良い刺激となった69%

⑥仲間やスタッフとコミュ

ニケーションがとれた
50%

⑤ストレス発散や気分転

換になった71%

④もっとやりたい、意欲

が高まった71%

③満足感、達成感が得ら

れた74%

②自分から主体的に行

動していた68%

①笑顔がたくさん見られ

楽しんでいた97%

ワークを経験した子どもたちの表情は?

回答数62人(複数選択)
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令和 7年度子どもゆめ基金 

「児童福祉施設や児童福祉施設で暮らす子どもが笑顔になる 

自己肯定感向上のあそび交流」 

報告書 
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